
健康機能

－上気道症状の軽減－
成果の特徴
• β-グルカンを高含有するもち性大麦(ダイシモチ)の継続摂取が花粉飛散時期の
上気道症状の軽減に対して有効である可能性が示唆されました。

成果の内容
健常男女54名を対象とした8週間のランダム化２群並行群間比較試験を実施しま
した。ウィスコンシン上気道症状調査票(WURSS-21)を基にした質問紙調査を
試験期間の全日にわたって行ったところ、対照群（白米米飯摂取）に比べて
大麦群（ゆで大麦摂取）では体調不良スコアおよび鼻づまり、くしゃみなどの
鼻に関係する上気道症状スコアにおいて有意な低下(＝改善)が認められました。

想定される用途・連携希望先
さらなる機能の解明に向け、ヒト介入試験の被験食として大麦をご提供いただける
精麦企業等との連携を希望します。

大麦の継続摂取による体調への効果

本研究は農林水産研究推進事業委託プロジェクト研究「健康寿命延伸に向けた食品・食生活実現
プロジェクト（課題番号：21453494）」の予算で実施しました。
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• 0（無症状）～7（重度）のスコア
• スコア変化量は1週目と8週目の差分
• 棒線は中央値
• P値はMann–WhitneyのU検定に基づく
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